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総会の様子

　

５
月
25
日
㈫
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）に
て
、『
令

和
３
年
度
第
60
回
通
常
総
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
広
島
県
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
事
前
に
各
商
工
会
長
に
議
案
書
を
送

付
す
る
こ
と
で
、
議
案
説
明
を
省
略
し
開

催
時
間
の
短
縮
を
図
る
と
共
に
、
例
年
の

よ
う
な
来
賓
の
出
席
依
頼
は
見
送
り
、
規

模
を
縮
小
し
た
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
熊
高
一
雄
会
長
は
、
本

総
会
は
役
員
改
選
を
行
う
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態

宣
言
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
席
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
十
分
な
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
議
案
説

明
を
極
力
省
略
し
、
時
間
短
縮
し
て
開
催

す
る
こ
と
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
長
退
任
の
意
向
と
、
県
連
役
員
を

21
年
間
務
め
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
経
済
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
未
曽
有
の
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
が
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
知
恵

と
工
夫
を
持
っ
て
、
事
業
者
支
援
に
取
り

組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
津
田
宏
氏
（
安
芸
太
田
町
商

工
会
長
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・
第
１
号
議
案

　

�

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
（
監
査
報
告
）

・
第
２
号
議
案

　

�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
関
す

る
件

　

第
１
号
議
案
の
説
明
は
省
略
し
、
吉
田

監
事
よ
り
監
査
報
告
を
行
い
、
拍
手
多
数

に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
の
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
か
ら
の
説
明
の
後
、
議
長
は
役
員
選

任
規
約
に
従
い
進
行
し
ま
し
た
。
ま
ず
役

員
の
立
候
補
に
つ
い
て
会
場
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
２
名
の
方
か
ら
会
長
職
へ
の
立
候

補
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
た
め
、
選
挙
が

実
施
さ
れ
、
江
田
島
市
の
平
田
圭
司
氏
が

新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
会
長
以
外
の
役
員
に
つ
い
て

指
名
推
薦
を
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
各

地
域
か
ら
選
出
・
承
認
さ
れ
た
８
名
の
役

員
選
考
委
員
が
、
別
室
に
て
選
考
委
員
会

を
開
催
し
、
17
名
の
新
役
員
候
補
が
選
出

さ
れ
、
拍
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
熊
高
会
長
よ
り
、
専
務
理
事

に
長
谷
川
信
男
氏
を
指
名
す
る
こ
と
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
拍
手
多
数
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　【
役
員
名
簿
】

　

会　

長　

平
田　

圭
司
（
江
田
島
市
）

　

副
会
長　

蓼　
　

正
成
（
広
島
安
佐
）

開会挨拶を行う熊高会長

『
令
和
３
年
度

　
第
60
回
通
常
総
会
』開
催

『
令
和
３
年
度

　
第
60
回
通
常
総
会
』開
催

県
連
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こ
の
度
、

５
月
の
通
常

総
会
に
お
い

て
専
務
理
事

に
選
任
さ
れ

ま
し
た
長
谷

川
信
男
で

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
石
井
前
専

務
理
事
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
重
責
を

果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
令
和
２

年
３
月
に
今
後
５
年
間
に
重
点
化
を
図
る

事
業
領
域
を
明
確
に
し
た
「
広
島
県
商
工

会
連
合
会
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」を
策
定
し
、

令
和
３
年
度
は
、「
さ
あ
、
も
う
一
歩
前

へ
！
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
小
規
模
事

業
者
の
身
近
な
支
援
機
関
と
し
て
の
商
工

会
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
、

　

一
日
も
早
く
、
県
内
34
商
工
会
会
員
の

皆
様
の
お
力
と
な
れ
る
よ
う
、
役
員
各
位

の
指
導
の
も
と
、
連
合
会
・
商
工
会
職
員

と
協
力
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、

第
12
代
の
県

連
合
会
長
に

就
任
い
た
し

ま
し
た
平
田

で
す
。
熊
高

会
長
の
後
を

受
け
継
ぎ
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
経
済
環
境
に
大
変
な
打
撃
を
与
え
、

我
々
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
も
大

き
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
廃
業

の
増
加
な
ど
、
地
域
経
済
の
喪
失
、
ひ
い

て
は
技
術
・
伝
統
・
文
化
な
ど
国
力
が
喪

失
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
商
工
会
が
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
で
、
各
種
支
援

策
が
行
き
届
き
、
商
工
会
に
対
す
る
評
価

が
よ
り
高
ま
り
、
広
島
県
で
は
20
年
ぶ
り

に
商
工
会
員
数
が
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
地
域
経
済
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
商
工
会
は
、
10
年
先
20

年
先
の
地
域
の
未
来
像
を
描
き
な
が
ら
、

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の
支
援
を

続
け
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、「
会
員
あ
っ
て
の

商
工
会
」
を
再
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
商
工
会
が
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
地
域

経
済
を
力
強
く
牽
引
す
る
存
在
と
な
る
よ

う
、
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く

邁
進
す
る
心
構
え
で
す
。
引
き
続
き
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　

乗
越　

耕
司
（
広
島
県
央
）

　
　
　
　
　

三
谷　

省
吾
（
沼
隈
内
海
）

　
　
　
　
　

石
川　

芳
秀
（
備
北
）

　

理　

事　

水
口　

弘
士
（
高
陽
町
）

　
　
　
　
　

津
田　
　

宏
（
安
芸
太
田
町
）

　
　
　
　
　

藤
田　

之
（
五
日
市
）

　
　
　
　
　

竹
中
絋
一
郎
（
府
中
町
）

　
　
　
　
　

小
川　

裕
壮
（
大
崎
上
島
町
）

　
　
　
　
　

青
木　
　

透
（
尾
道
し
ま
な
み
）

　
　
　
　
　

二
畠　

直
敏
（
福
山
北
）

　
　
　
　
　

林　
　

昭
三
（
三
次
広
域
）

　
　
　
　
　

上
田　

竜
也
（
県
青
連
）

　
　
　
　
　

松
井
美
椰
子
（
県
女
性
連
）

　
専
務
理
事　

長
谷
川
信
男
（
県
連
）

　

監　

事　

栃
薮　
　

宏
（
北
広
島
町
）

　
　
　
　
　

玉
浦　

洋
明
（
世
羅
町
）

　

そ
の
後
、
新
役
員
が
前
方
に
整
列
し
、

代
表
し
て
平
田
新
会
長
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。
平
田
新
会
長
は
、
厳
し
い
時
代
の

商
工
会
運
営
と
な
る
が
、
新
役
員
一
同
で

一
致
団
結
し
て
、
連
合
会
と
商
工
会
の
連

携
を
強
化
し
、
こ
の
令
和
の
時
代
に
対
応

す
る
商
工
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
、
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

平田新会長と熊高会長

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会　

会
長

平
田　

圭
司

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会　

専
務
理
事

長
谷
川　

信
男
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

５
月
10
日
㈪
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
基
町
）
に
て
『
令
和
３
年

度
第
１
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
並
び
に

通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
を
鑑
み
、
出
席
者
を
制
限
し
、
懇
親
会

も
中
止
す
る
等
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
三
原
臨
空

商
工
会
青
年
部
の
植
原
健
司
氏
に
、
パ
ネ

ラ
ー
に
県
青
連
副
会
長
５
名
を
迎
え
、

『
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
、今
だ
か
ら
言
っ

て
お
き
た
い
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
松

山
会
長
や
青
年
部
員
た
ち
を
巻
き
込
み
、

激
動
の
２
年
間
に
つ
い
て
熱
く
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
生
活
環
境
の
こ
と
に

つ
い
て
も
語
り
、「
コ
ロ
ナ
で
も
留
ま
る

こ
と
な
く
、
前
に
進
み
な
が
ら
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
共
通
認
識

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
通
常
総
会
に
は

33
名
（
内
委
任
状
５
名
）
が
出
席
し
、
令

和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
。
議
長
に
佐
伯
商
工
会
青

年
部
の
原
部
長
を
選
出
し
、
２
年
の
任
期

を
満
了
し
た
役
員
の
改
選
を
含
む
２
つ
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
１
号
議
案

　

�

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
（
監
査
報
告
）

・�

第
２
号
議
案

　

�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
関
す

る
件

　

新
役
員
は
以
下
の
通
り

会　

長　

上
田
竜
也
（
黒
瀬
）

副
会
長　

梶
本　

誠
（
佐
伯
）

　
　
　
　

下
土
居
猛
（
安
芸
高
田
市
）

　
　
　
　

高
下
慎
也
（
三
原
臨
空
）

　
　
　
　

小
野
圭
司
（
福
山
あ
し
な
）

　
　
　
　

山
根
匡
彦
（
備
北
）

理　

事　

古
堀
智
之
（
広
島
東
）

　
　
　
　
出
木
谷
秀
雄
（
江
田
島
市
）

　
　
　
　

渡
辺
哲
司
（
高
陽
町
）

　
　
　
　

森
脇
智
史
（
安
芸
太
田
町
）

　
　
　
　

平
重
大
樹
（
安
芸
津
町
）

　
　
　
　

村
上
貴
夫
（
沼
隈
内
海
）

　
　
　
　

小
林　

晃
（
神
辺
町
）

　
　
　
　

宮
池
研
吉
（
神
石
高
原
）

　
　
　
　

矢
城
達
明
（
三
次
広
域
）

監　

事　

滝
原
雄
太
（
五
日
市
）

　
　
　
　

志
賀
達
郎
（
安
芸
高
田
市
）

（
計
17
名
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
役
員
の
引
継
ぎ
式

が
行
わ
れ
、
新
役
員
を
お
披
露
目
。
上
田

新
会
長
は
「
青
年
部
の
た
め
に
全
力
を
つ

く
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、『
令
和
３
年
度
県
青
連
表
彰

式
』
が
行
わ
れ
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
長
表
彰
（
経
営
革
新
承
認
事
業

所
・
部
員
増
強
運
動
）
と
広
島
県
商
工
会

青
年
部
顕
彰
の
受
賞
者
た
ち
が
表
彰
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

１
．
経
営
革
新
承
認
事
業
所

【
表
彰
対
象
事
業
所　

令
和
２
年
度
に
経

営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
青
年
部
事

業
所
】

・�

イ
ー
ブ
ン
カ
フ
ェ
（
高
陽
町
）

・�

㈲
タ
ケ
ナ
ガ
建
材
工
業
（
広
島
安
芸
）

・�

谷
本
建
築
（
江
田
島
市
）

・��

㈲
一
力
製
作
（
呉
広
域
）

・�

㈲
丸
一
産
業
（
呉
広
域
）

・�

㈱
ア
キ
メ
デ
ィ
（
呉
広
域
）

・�

㈱
勝
谷
（
宮
島
町
）

・�

伊
都
岐
㈱
（
宮
島
町
）

・�

㈲
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
た
ま
が
わ
（
広

島
県
央
）

・�

㈱
日
浦
造
園
土
木
（
安
芸
津
町
）

・�

㈲
ヤ
ス
ダ
オ
ー
ト
（
世
羅
町
）

２
．
部
員
増
強

【
各
部
門
別
に
令
和
２
年
４
月
１
日
と
令
和

３
年
４
月
１
日
を
比
較
し
た
最
上
位
者
】

・�

部
員
数
の
増
加
（
純
増
）
数

　
　

五
日
市
商
工
会
青
年
部

　
　

福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部

・�

新
規
加
入
部
員
数

　
　

黒
瀬
商
工
会
青
年
部

・�

部
員
増
加
比
率

　
　

福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部

・�

女
性
部
員
新
規
加
入
数

　
　

広
島
東
商
工
会
青
年
部

　
　

江
田
島
市
商
工
会
青
年
部

　
　

呉
広
域
商
工
会
青
年
部

　
　

世
羅
町
商
工
会
青
年
部

　
　

三
次
広
域
商
工
会
青
年
部

・�
若
手
部
員
（
20
代
）
新
規
加
入
数

　
　

五
日
市
商
工
会
青
年
部

　
　

世
羅
町
商
工
会
青
年
部

３
．
青
年
部
顕
彰

【
各
部
門
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
者
及
び
青
年
部
】

・�

人
づ
く
り
部
門

　
　

村
上
雅
洋
（
神
石
高
原
）

『
令
和
３
年
度

　
第
１
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

　
　
　
　
並
び
に
通
常
総
会
』開
催

『
令
和
３
年
度

　
第
１
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

　
　
　
　
並
び
に
通
常
総
会
』開
催

県
青
連
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県
商
工
会
青

年
部
連
合
会

の
歴
史
を
築

い
て
こ
ら
れ

た
諸
先
輩
方

に
心
か
ら
の

感
謝
と
敬
意

を
表
す
と
と

も
に
、
歴
史
あ
る
会
長
と
い
う
重
み
に
ふ

れ
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
未
だ
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
常
識
や

価
値
観
を
変
え
、
私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
が
進
み
、
接
種
も
開
始
さ
れ

る
と
い
う
明
る
い
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
先

行
き
の
不
透
明
感
は
拭
え
ず
、
私
た
ち
は

日
々
、
見
え
な
い
不
安
や
恐
怖
と
と
も
に

戦
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
様
な
中
、
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

『
一
歩
前
進 Im

pulse 

新
た
な
る
挑
戦
』
と

掲
げ
ま
し
た
。

　

収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
危
機
に
直
面

し
、
様
々
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
今
、
目
標

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
、
夢
を
諦
め
ず

希
望
を
持
ち
新
し
い
時
代
と
と
も
に
、
広

島
県
青
連
も
思
い
や
り
と
情
熱
を
も
っ
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
我
々
青
年
部
は
、
魅
力
あ
る
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
を
目
指
し
、

仲
間
と
一
致
団
結
し
、
新
た
な
る
挑
戦
、

そ
し
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
青
年
部
を
創
っ
て

い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
広
島
県
商
工
会

連
合
会
、
そ
の
他
関
係
各
位
の
皆
様
、
Ｏ

Ｂ
の
先
輩
方
の
皆
様
に
は
青
年
部
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門

　
　

田
坂
壽
臣
（
福
山
あ
し
な
）

・
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門

　
　

安
古
市
町
商
工
会
青
年
部

　

こ
の
度
、松
山
会
長
の
後
を
受
け
継
ぎ
、

広
島
県
商
工
会
青
年
部
第
22
代
会
長
を
拝

命
し
た
上
田
竜
也
で
す
。
こ
れ
ま
で
広
島

　

５
月
７
日
㈮
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
広
島
国
際
会
議
場
（
広
島
市

中
区
）
に
て
本
人
出
席
29
人
、
委
任
状
４

人
、
計
33
人
の
出
席
の
も
と
、『
令
和
３

年
度
第
55
回
通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
欠
席
さ
れ
た
作
田
会
長

が
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
て
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。「
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
の
中
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
県
女
性
連
に
お
い
て
も
、
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
通
常
総
会
を
書
面
決
議

と
し
た
こ
と
を
始
め
、
各
種
会
議
や
研
修

会
も
中
止
や
延
期
、
開
催
方
法
の
変
更
な

ど
商
工
会
女
性
部
や
地
域
協
議
会
に
お
い

て
も
当
初
の
計
画
ど
お
り
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
制
限
の
あ
る
中
で
も
策
を

凝
ら
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
屋
外
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
更
な
る
研
鑚
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
総
会

の
議
題
と
し
て
上
程
さ
れ
て
い
る
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
活
動

に
尽
力
し
た
役
員
に
労
い
の
言
葉
を
贈
る

と
共
に
、
新
た
な
役
員
に
向
け
て
「
こ
れ

か
ら
先
の
新
た
な
時
代
を
『
魅
力
あ
る
女

性
部
』
と
し
て
飛
躍
し
て
い
け
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。
続
い
て
広
島
県
商
工
労
働

局
経
営
革
新
課
長
の
和
田
徹
氏
（
湯
﨑
英

　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

会
長

上
田　

竜
也

彦
県
知
事
代
理
）、
石
井
正
朗
専
務
理
事

（
熊
高
一
雄
会
長
代
理
）
の
２
名
が
来
賓

と
し
て
紹
介
さ
れ
、祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
広
島
東
商
工
会
女
性
部

の
上
田
勝
子
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
２
つ

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
。
全
て
全
会
一
致

で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
２
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

第�

２
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件

　

第
２
号
議
案
は
現
在
の
役
員
が
今
年
５

月
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
本
総
会
で

新
役
員
を
選
出
す
る
た
め
に
上
程
さ
れ
た

議
案
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た
８

名
の
役
員
選
考
委
員
が
役
員
候
補
者
の
選

考
を
行
い
、
議
場
に
て
承
認
さ
れ
、
新
し

い
役
員
21
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り

会　

長　

松
井
美
椰
子
（
黒
瀬
）

副
会
長　

小
林　

美
穂
（
佐
伯
）

　
　
　
　

佐
々
木
幸
代
（
安
芸
太
田
町
）

　
　
　
　

高
下　

昭
美
（
安
芸
津
町
）

　
　
　
　

塩
川　

貴
子
（
福
山
北
）

　
　
　
　

吉
本
ト
キ
コ
（
備
北
）

理　

事　

山
村
ゆ
う
子
（
宮
島
町
）

　
　
　
　

木
村
佐
代
子
（
五
日
市
）

　
　
　
　

井
手　

早
苗
（
広
島
東
）

　
　
　
　

中
村　

順
子
（
府
中
町
）

　
　
　
　

田
中　

初
枝
（
呉
広
域
）

　
　
　
　

山
下　

洋
子
（
沼
田
町
）

　
　
　
　
大
瀬
戸
紫
苑
子
（
高
陽
町
）

　
　
　
　

田
中　

民
子
（
北
広
島
町
）

　
　
　
　

森
川　

文
代
（
大
崎
上
島
町
）

　
　
　
　

上
室　

雅
美
（
三
原
臨
空
）

　
　
　
　

池
本　

幸
美
（
尾
道
し
ま
な
み
）

　
　
　
　

野
草　

素
子
（
沼
隈
内
海
）

　
　
　
　

砂
川　

智
子
（
三
次
広
域
）

『
令
和
３
年
度

　
第
５５
回
通
常
総
会
』開
催

『
令
和
３
年
度

　
第
５５
回
通
常
総
会
』開
催

県
女
性
連

出席した青年部員一同 松山会長から、上田新会長へバッジが引継がれました
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し
た
松
井
美

椰
子
で
す
。

身
に
あ
ま
る

光
栄
で
あ
る

と
と
も
に
、

前 

作
田
会

長
の
意
向
を

引
継
ぎ
、
部

員
の
資
質
向
上
や
地
域
振
興
に
取
り
組

み
、
更
に
魅
力
あ
る
組
織
作
り
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
世
界
的
に
も
、

地
域
的
に
も
影
響
を
受
け
、
私
た
ち
の
生

活
は
大
き
な
変
化
の
岐
路
に
立
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
関
連
の
患
者
増
加
に
よ
り
医

療
体
制
も
ひ
っ
迫
す
る
中
、
不
安
に
駆
ら

れ
な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
、
私

た
ち
地
域
住
民
の
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活

は
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
厳
し
い
生
活
環
境
と
経
済
環
境
の
中

で
、
私
た
ち
女
性
部
は
、
き
め
細
や
か
な

感
性
と
持
ち
前
の
駆
動
力
、
女
性
な
ら
で

は
の
「
心
遣
い
」
を
持
っ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
、
地
域
産
業
の
発
展
・
活
性
化

に
努
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
豊
か
で
明

る
い
街
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
、
地
域

社
会
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
組
織

と
し
て
、
存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
様
、

努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
チ
ー
ム
女
性
部
連
合
会
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

商
工
会
女
性
部
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
部
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご

提
案
を
頂
き
な
が
ら
女
性
部
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

監　

事　

尼
子　

勝
子
（
祇
園
町
）

　
　
　
　

眞
野　

順
子
（
上
下
町
）

　

県
女
性
連
会
長
は
３
年
ぶ
り
に
交
代

し
、
松
井
新
会
長
（
黒
瀬
）
は
５
代
目
と

な
り
ま
す
。

　

議
事
終
了
後
、
松
井
新
会
長
は
新
役
員

を
代
表
し
「
新
役
員
・
部
員
の
皆
さ
ま
と

明
る
く
、
楽
し
い
女
性
部
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
㈮
、
広
島
国
際
会
議
場
（
広

島
市
中
区
）
に
て
『
第
21
回
商
工
会
女
性

部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
５
つ

女
性
部
長
、
高
知
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
副
会
長
も
務
め
る
濱
口
氏
は
、『
香
南

市
商
工
会
女
性
部
の
組
織
作
り
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
濱
口
氏
は
、「
自
分
た
ち
が

楽
し
む
こ
と
」
「
楽
し
い
経
験
を
多
く
の

人
た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
」
「
女
性
部
員

を
他
人
の
嫁
と
思
う
の
で
は
な
く
、
自
分

の
娘
と
思
い
若
い
人
た
ち
を
可
愛
が
る
こ

と
」
な
ど
の
組
織
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
共

に
、
香
南
市
商
工
会
女
性
部
の
活
動
事
例

を
次
々
と
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
偏
見
の

な
い
地
域
社
会
を
目
指
す
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
運
動
へ
の
参
加
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制

限
が
あ
る
中
で
も
積
極
的
に
活
動
す
る
濱

口
氏
の
お
話
に
女
性
部
員
た
ち
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会 

第
55
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

松井新会長（前列中央）と新役員のみなさん

『
第
21
回
商
工
会
女
性
部

　
主
張
発
表
広
島
県
大
会・

　
　
第
１
回
研
修
会
』開
催

『
第
21
回
商
工
会
女
性
部

　
主
張
発
表
広
島
県
大
会・

　
　
第
１
回
研
修
会
』開
催
県女性連

令
和
３
年
度

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

会
長

松
井　

美
椰
子 最優秀賞に輝いた石中さん（左から４番目）と発表者・役員のみなさん

の
地
域
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
。
日
頃
の

女
性
部
活
動
で
感
じ
た
熱
い
想
い
を
、
精

一
杯
発
表
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
大
会
に
進
ん
だ
の
は
、
芸
南
西

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
森
脇
玲
子
さ
ん
（
宮
島

町
）、
芸
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
宇
和
村

静
子
さ
ん
（
呉
広
域
）、
芸
北
地
域
協
議

会
代
表
の
宇
川
尚
美
さ
ん
（
北
広
島
町
）、

中
央
地
域
協
議
会
代
表
の
石
中
裕
美
さ
ん

（
黒
瀬
）、
備
南
地
域
協
議
会
代
表
の
木
野

山
恵
子
さ
ん
（
神
石
高
原
）、
備
北
地
域

協
議
会
代
表
の
宮
野
雅
子
さ
ん
（
備
北
）

の
６
名
。

　

芸
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
宇
和
村
静
子

さ
ん
（
呉
広
域
）
は
体
調
不
良
に
よ
り
残

念
な
が
ら
欠
席
さ
れ
た
た
め
、
５
名
が
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
現
地
参
加
者
を
制
限
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
と
は

異
な
る
緊
張
感
の
中
、
中
央
地
域
協
議
会

代
表
の
石
中
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
備
南
地

域
協
議
会
の
木
野
山
さ
ん
が
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
今
回
、
初
の
審
査
員
長
を
務

め
た
中
国
新
聞
社
報
道
セ
ン
タ
ー
経
済
担

当
部
長
の
寿
山
晴
彦
氏
は
講
評
で
、「
非

常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で
あ
っ
た
」
と

前
置
き
し
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
石
中
さ

ん
に
つ
い
て
「
様
々
な
表
現
（
か
け
あ

い
）
が
あ
り
、
聞
き
ご
た
え
が
あ
っ
た
」

と
評
価
し
た
上
で
中
四
国
大
会
に
向
け
て

エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

石
中
さ
ん
は
、
７
月
７
日
に
高
知
県
で

開
催
さ
れ
る
『
令
和
３
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
』に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
『
第
１
回

研
修
会
』
で
は
、
講
師
に
浜
口
酒
店
、
古

民
家
カ
フ
ェR

ue cafe

の
経
営
者
で
あ

る
濱
口
涼
子
氏
が
登
場
。
香
南
市
商
工
会
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広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
６
月
26
日
㈯
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
配
信
に
よ
り
「
令
和
３
年
度
第
16
回
商

工
会
職
員
協
議
会
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
止
む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
広
島
県
商
工
会
連
合
会
大
会
議

室
で
行
い
、
そ
の
模
様
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
配

信
す
る
方
法
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
経

営
支
援
事
例
発
表
大
会
関
係
者
は
県
連
に

集
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
職
員
は
各
商
工
会

に
出
勤
し
て
視
聴
し
、
約
２
３
０
名
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
職
員
協
議
会

の
井
上
憲
会
長
は
「
昨
年
は
中
止
と
な
っ

た
が
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
職
制
の
垣
根
を
越
え
て
同

じ
テ
ー
マ
に
触
れ
る
こ
と
で
支
援
事
例
の

共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
商
工
会
職
員

全
体
の
支
援
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

こ
れ
を
機
に
職
員
間
の
情
報
交
換
が
ま
す

ま
す
活
発
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
第

１
部
は
、
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
。
各

経
営
指
導
員
が
支
援
し
た
事
例
シ
ー
ト
は

県
連
内
部
の
専
門
家
に
よ
り
予
め
順
位
づ

け
さ
れ
、
そ
の
上
位
30
位
の
中
か
ら
特
に

内
容
の
優
れ
た
事
例
を
選
出
し
、
昨
年
度

発
表
を
予
定
し
て
い
た
４
名
に
、
本
年
度

選
出
し
た
１
名
を
加
え
た
５
名
が
発
表
し

ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
の
は
、
沼
田
町
商
工
会

の
清
代
茂
樹
経
営
指
導
員
、
福
山
北
商
工

会
の
南
夕
佳
里
経
営
指
導
員
、
三
原
臨
空

商
工
会
の
大
谷
貴
紀
経
営
指
導
員
、
広
島

安
佐
商
工
会
の
宗
岡
光
代
経
営
指
導
員
、

広
島
東
商
工
会
の
冨
田
拓
良
経
営
指
導
員

の
５
名
。
自
身
が
担
当
し
た
経
営
支
援
に

込
め
た
想
い
や
そ
の
支
援
手
法
、
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
研
修
会
が
行
わ
れ
、
備
北

商
工
会
職
員
が
「
業
務
改
善
に
係
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
現

在
、
職
協
で
検
討
し
て
い
る
商
工
会
業
務

の
見
直
し
や
業
務
改
善
に
様
々
な
角
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
な
事
例
と
し

て
備
北
商
工
会
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

講
演
で
は
多
く
の
商
工
会
で
直
面
し
て
い

る
「
本
支
所
の
運
営
」
や
「
業
務
の
個
人

主
義
化
（
特
定
の
職
員
に
多
く
の
仕
事
が

集
中
、
ど
の
様
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
等
）」
を
改
善
す
る
た
め
、

事
業
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
や
す
く
、
ま

た
、
誰
か
が
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
チ
ー
ム
支

援
体
制
を
作
り
上
げ
、
本
支
所
間
に
お
い

て
は
毎
週
金
曜
日
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
職
員
会
議

に
よ
り
各
職
員
の
支
援
状
況
を
共
有
し
た

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用

に
よ
り
事
業
所
へ
の
発
信
が
素
早
く
で
き

る
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
職
員
協
議
会
の
「
業
務
改
善
・

効
率
化
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
」
が
令
和
元

年
度
に
実
施
し
た
「
職
員
満
足
度
調
査
」

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
を
職

協
の
井
上
会
長
が
発
表
。
委
員
会
で
は
、

商
工
会
職
員
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
職
場

環
境
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

を
解
消
す
る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
方
向
性
が
示
さ
れ
、
商
工
会
が
今

よ
り
も
っ
と
働
き
や
す
く
、
働
き
甲
斐
の

あ
る
、
明
る
い
職
場
に
な
る
よ
う
職
場
環

境
の
改
善
に
取
り
組
む
と
明
言
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
代
表
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
る
永
年
勤
続
表
彰
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の

た
め
表
彰
状
の
授
与
は
行
わ
ず
、
勤
続
30

年
、
20
年
、
10
年
等
の
被
表
彰
者
名
簿
の

読
み
上
げ
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
経
営
支
援
発
表
大
会
の
結
果
発
表
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
は
福
山
北
商
工
会
の
南
夕

佳
里
経
営
指
導
員
が
受
賞
。
今
回
初
め
て

審
査
委
員
長
を
務
め
た
一
般
社
団
法
人
広

島
県
中
小
企
業
診
断
協
会
の
西
村
英
樹
専

務
理
事
は
講
評
で
「
皆
さ
ん
の
事
業
者
へ

の
取
り
組
み
内
容
や
支
援
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
た
。」
と
述
べ
、「
小
規
模

事
業
者
に
対
し
て
も
働
き
方
改
革
が
進
ん

で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
新
た
な
支
援

の
在
り
方
を
示
し
た
発
表
だ
っ
た
。」
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。南
さ
ん
は
10
月
21
日
、

22
日
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。

最優秀賞に選ばれた南経営指導員（左から４番目）と発表
者及び井上職協会長

第
16
回
商
工
会
職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
３
年
度

５
名
の
経
営
指
導
員
が
支
援
事
例
を
発
表
。
最
優
秀
賞
は

福
山
北
商
工
会
の
南
経
営
指
導
員
が
受
賞
。

職   

協
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広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2021年6月10日現在）

新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況

　　全体　42,739件

資金繰り相談
6,080
14.2%

持続化
給付金
4,901
11.5%

製造業
15.4％

その他
15.0％

建設業
8.1％

卸売業
1.6％

理美容業
3.2％

サービス業
9.4％

貨物運輸業
0.9％

旅客運輸業
1.9％ 娯楽業

0.7％

小売業
16.0％

飲食業
25.5％

宿泊業
2.3％

設備投資・
販路開拓支援
8,366
19.6%

雇用関連支援
2,364
5.5%

その他
6,880
16.0%

コロナ事業
（市町）
5,727
13.4％

コロナ事業（県）
2,049
4.8％

コロナ事業（国）
4,863
11.4％

支援金（市町）
415
1.0％ 支援金（県）

1,094
2.6％

42,739
件

40,920
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況
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新
任
商
工
会
長
の
紹
介

安古市町商工会

落
おち

田
だ

　健
けん

作
さく

落田タタミ工業株式会社

　

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
を
目
指

し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

呉広域商工会

竹
たけうち

内　滝
たきのり

法
特定非営利活動法人
海駅三之関

　

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
８
町
の
文
化
・
伝

統
・
産
業
を
活
か
し
て
、
多
彩
な
地
域
振

興
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。宮島町商工会

松
まつもと

本　　誠
まこと

宮島松大汽船株式会社

　

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
宮
島
町
商
工

会
発
展
の
た
め
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

北広島町商工会

栃
とちやぶ

薮　　宏
ひろし

栃薮建設株式会社

　

厳
し
い
時
こ
そ
次
代
を
見
据
え
会
員
と

共
に
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

安芸高田市商工会

住
すみよし

吉　峰
みね

男
お

広島ガス高田販売
株式会社

　

会
員
事
業
者
の
皆
様
と
共
に
、
安
芸
高

田
市
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

黒瀬商工会

平
ひらまつ

松　輝
てるひさ

久
有限会社黒瀬拡商店

　

厳
し
い
環
境
下
だ
が
今
出
来
る
事
を
地

域
一
丸
と
な
り
産
業
の
発
展
に
取
組
む
。

安芸津町商工会

橘
きったか

高　信
のぶゆき

行
キッタカホンダ販売

株式会社

　
「
つ
な
が
る
」
を
大
切
に
し
、
商
工
業

振
興
と
地
域
活
性
化
に
尽
く
し
ま
す
。

神辺町商工会

榊
さかき

原
はら

　哲
てつ

也
や

株式会社榊󠄀原商店

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
地
域
経

済
立
て
直
し
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

神石高原商工会

清
きよかわ

川　　満
みつる

清川木材有限会社

　

行
政
と
連
携
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
し
ま
す
。

上下町商工会

山
やま

田
だ

　康
やす

視
し

エクシードタクシー
有限会社

　

地
域
商
工
業
者
の
元
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
上
下
一
心
で
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

　

5
月
31
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た
全
国

商
工
会
連
合
会
の
第
60
回
通
常
総
会

に
お
い
て
、
平
田
会
長
が
全
国
連
理

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

『
平
田
会
長

　
　
全
国
連
理
事
に
就
任
』
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⑵�

働
き
が
い
は
企
業
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
で
す

　　
「
働
き
が
い
」
の
調
査
・
研
究
を
行
う

G
reat Place to W

ork

（R

）Institute 
Japan

の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
働
き

が
い
」
の
高
い
職
場
（
Ａ
・
Ｂ
）
は
、「
働

き
が
い
」
の
低
い
職
場
（
Ｃ
・
Ｄ
）
よ
り

も
顕
著
に
売
上
の
伸
び
率
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
働
き
が
い
」
の
高
い
職
場

（
Ａ
・
Ｂ
）
の
中
で
も
、「
働
き
や
す
さ
」

と
「
働
き
が
い
」
を
兼
ね
備
え
た
職
場

（
Ａ
）
は
売
り
上
げ
の
伸
び
率
が
さ
ら
に

高
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
働
き
が
い
」
が
売
上
に
重

要
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
企
業
の
業
績
を
高
め
る
上
で

は
「
働
き
や
す
さ
」
と
「
働
き
が
い
」
の

双
方
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

⑶「
働
き
が
い
」
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
が
可
能
で
す

　
「
働
き
が
い
」
を
構
成
す
る
要
素
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な

れ
ば
従
業
員
の
「
働
き
が
い
」
は
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
答
え
は
次
の
５

⑴
働
き
方
改
革
の
目
的
と
「
働
き
が
い
」

　

働
き
方
改
革
は
、
従
業
員
に
と
っ
て
の

「
働
き
や
す
さ
」
だ
け
に
終
始
す
る
も
の

で
は
な
く
、
生
産
性
の
向
上
や
人
材
の
定

着
率
向
上
等
を
通
じ
企
業
価
値
や
業
績
を

向
上
さ
せ
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
を
実

現
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

働
き
方
改
革
の
真
の
目
的
で
あ
る
企
業

の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
上
で
、
全

従
業
員
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

組
織
づ
く
り
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
組
織
づ
く
り
に
不
可
欠
な

の
が
「
働
き
が
い
」
向
上
で
す
。

　
「
働
き
が
い
」
と
は
従
業
員
が
所
属
す

る
組
織
で
働
く
価
値
を
感
じ
な
が
ら
、
意

欲
的
か
つ
自
律
的
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
改
革
は
、「
働
き
や
す

さ
」
の
み
な
ら
ず
「
働
き
が
い
」
の
向
上

を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

広
島
県

【
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
改
革
】

　    
働
き
が
い
の
タ
ネ
を
ま
こ
う
。

〜「
居
心
地
の
よ
い
会
社
」
で

     

終
わ
ら
な
い
た
め
に
経
営
者
が

          

取
り
組
む
べ
き
次
の
ス
テ
ッ
プ
〜
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つ
の
心
理
的
要
素
に
あ
り
ま
す
。　

　

①
働
く
仲
間
と
の
連
帯
感　

②
組
織
に

対
す
る
信
頼　

③
組
織
へ
の
貢
献　

④
仕

事
に
対
す
る
誇
り　

⑤
仕
事
を
通
じ
た
成

長
・
自
己
実
現　

　

企
業
は
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ら
５
つ
の

心
理
的
要
素
を
戦
略
的
に
構
築
す
る
た
め

①
制
度
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
）
②
効
果
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ソ
フ
ト
）
③
企
業
文
化

の
醸
成
（
ハ
ー
ト
）
の
３
区
分
か
ら
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
働
き
か
け
を
企
業
理
念
や

経
営
戦
略
と
い
っ
た
「
経
営
的
な
視
点
」

と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
、
従
業
員
の
働
き

が
い
を
高
め
て
い
く
上
で

重
要
で
す
。

●
本
コ
ラ
ム
詳
細
内
容

【
働
き
が
い　

特
設
】
で
検
索

●
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
中

「
今
、
経
営
者
が
注
目
す
る
「
働
き
が
い
」

向
上
の
取
組
と
は　

働
き
方
改
革
企
業
経

営
者
勉
強
会
」

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
働
き
が
い
」
の

向
上
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
有

識
者
の
基
調
講
演
と
県
内
企
業
と
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
お
伝
え
し
ま

す
。（
参
加
費
無
料
）

〇
開
催
日
・
講
演
テ
ー
マ

【
第
３
回
】
８
月
４
日
㈬
：
『
働
き
が
い
』

向
上
が
幸
せ
な
従
業
員
を
つ
く
る　

幸
せ

な
従
業
員
が
企
業
を
成
長
さ
せ
る

前
野
隆
司
氏　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授

【
第
４
回
】９
月
17
日
㈮
：
従
業
員
の
『
働

き
が
い
』
向
上
が
成
果
を
生
む
組
織
を
つ

く
る

野
田
稔
氏　

明
治
大
学
大
学
院
教
授

〇�

対
象　

広
島
県
内
企
業
の
経
営
者
、
人

事
労
務
担
当
者
な
ど

〇
定
員　

各
回
１
０
０
名

　

詳
細
・
申
込
は
こ
ち
ら

か
ら
。

https://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/
site/hint/benkyoukai2021.htm

l
【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】

広
島
県
働
き
方
改
革
推
進
・
働
く
女
性
応
援
課

℡
：
０
８
２
（
５
１
３
）
３
３
４
０
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